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特 集 これなら分かる！ＣＦ計算書の仕組みと作り方

キ

　

こ
こ
で
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
の
動
き
を
示
す
書

類
で
あ
る
資
金
３
表
に
つ
い
て
、
そ
の
特
徴
と

Ｃ
Ｆ
計
算
書
と
の
違
い
な
ど
を
解
説
し
ま
す
。

資資資資
金金金金
３３３３
表表表表
の
特
徴
と

Ｃ
Ｆ
計
算
書
と
の
相
異
点

平
井
会
計
事
務
所

税
理
士

平
井
満
広

資
金
移
動
表
は 

Ｃ
Ｆ
計
算
書
と
ほ
ぼ
同
じ
構
造

　

資
金
移
動
表
は
、
日
々
の
経
済
活
動

に
伴
う
資
金
繰
り
の
健
全
性
を
見
る
の

に
適
し
た
資
料
で
す
。
一
般
的
に
、
経

常
収
入
に
対
す
る
経
常
支
出
の
割
合

（
経
常
収
支
比
率
）
が
１
０
０
％
超
で

あ
れ
ば
順
調
、
１
０
０
％
以
下
で
あ
れ

ば
問
題
あ
り
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

図
表
１
は
、
経
常
収
支
比
率
が
98
・

９
％
（
９
６
５
０
万
円
÷
９
７
５
０
万

円
）
な
の
で
、
資
金
繰
り
が
厳
し
い
と

判
断
さ
れ
ま
す
。
資
金
移
動
表
は
、
資

金
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
）
の
範
囲
や
、
表
示

方
法
（
残
高
が
記
載
さ
れ
な
い
等
）
に

少
し
異
な
る
点
が
あ
る
も
の
の
、
資
金

ャ
ッ
シ
ュ
の
増
減
を
把
握
す
る

書
類
に
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ

に
棚
卸
資
産
や
買
掛
金
の
増
減
を
、
そ

れ
ぞ
れ
加
減
算
し
て
計
算
し
ま
す
。
資

金
移
動
表
は
、
収
支
を
「
経
常
収
支
の

部
」「
固
定
収
支
の
部
」「
財
務
収
支
の

部
」
の
３
つ
に
区
分
し
ま
す
。

　

経
常
収
支
の
部
に
は
、
売
上
高
、
売

上
原
価
、
販
管
費
、
営
業
外
損
益
や
流

動
資
産
・
流
動
負
債
の
増
減
を
記
載
し

ま
す
（
現
預
金
や
短
期
借
入
金
、
未
払

法
人
税
等
は
除
く
）。
固
定
収
支
の
部

に
は
、
特
別
損
益
や
、
固
定
資
産
・
固

定
負
債
（
長
期
借
入
金
を
除
く
）、
純

資
産
の
増
減
を
記
載
し
ま
す
。
財
務
収

支
の
部
に
は
、
現
預
金
や
短
期
・
長
期

借
入
金
な
ど
の
増
減
を
記
載
し
ま
す
。

ま
た
、
経
常
収
支
や
固
定
収
支
の
超
過

額
は
財
務
収
支
の
部
に
転
記
し
ま
す
。

の
捉
え
方
や
書
類
の
構
造
は
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
と
ほ
と
ん
ど
同
じ

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
資
金
運
用
表

　

資
金
運
用
表
は
、
２
期
間
の
貸
借
対

照
表
を
比
較
し
、
各
科
目
の
増
減
を
資

金
の
運
用
と
調
達
に
分
け
て
資
金
の
動

き
を
示
し
た
書
類
で
す
（
図
表
２
）。

　

資
金
運
用
表
は
、
資
金
を
「
固
定
資

金
の
部
」「
運
転
資
金
の
部
」「
財
務
資

金
の
部
」
の
３
つ
に
区
分
し
ま
す
。

　

固
定
資
金
の
部
に
は
、
建
物
や
機
械

な
ど
の
固
定
資
産
や
長
期
借
入
金
な
ど

の
固
定
負
債
、
さ
ら
に
当
期
純
利
益
や

資
本
金
と
い
っ
た
純
資
産
の
増
減
を
記

載
し
ま
す
。
運
転
資
金
の
部
に
は
売
上

債
権
（
受
取
手
形
や
売
掛
金
）
や
棚
卸

資
産
な
ど
の
流
動
資
産
と
、
仕
入
債
務

（
支
払
手
形
や
買
掛
金
）
や
前
受
金
な

ど
の
流
動
負
債
の
増
減
を
記
載
し
ま
す

（
現
預
金
や
短
期
借
入
金
は
除
く
）。
財

務
資
金
の
部
に
は
、
現
預
金
や
短
期
借

入
金
の
増
減
を
記
載
す
る
と
と
も
に
、

固
定
資
金
・
運
転
資
金
の
余
剰
・
不
足

の
額
を
転
記
し
ま
す
。
ま
た
、
資
産
の

増
加
や
負
債
・
純
資
産
の
減
少
は
「
資

金
の
運
用
」
の
欄
に
、
資
産
の
減
少
や

負
債
・
純
資
産
の
増
加
は
「
資
金
の
調

達
」
の
欄
に
記
載
し
ま
す
。

　

資
金
運
用
表
は
、
資
金
収
支
の
期
間

を
長
期
（
固
定
資
金
）
と
短
期
（
運
転

資
金
）
と
に
分
け
て
考
え
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
運
用
と
調
達
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
る

の
に
適
し
て
い
ま
す
。

　

図
表
２
で
は
、
固
定
資
金
の
不
足
が

90
万
円
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

長
期
間
保
有
す
る
固
定
資
産
の
購
入
資

金
を
、
短
期
間
で
返
済
す
る
借
入
金
で

賄
っ
て
い
る
と
考
え
、
バ
ラ
ン
ス
の
悪

い
資
金
繰
り
と
判
断
さ
れ
ま
す
。
な
お

資
金
運
用
表
で
は
、
資
金
の
動
き
を
貸

借
対
照
表
の
増
減
額
だ
け
で
捉
え
て
い

る
た
め
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書

の
よ
う
に
資
金
の
実
際
の
動
き
を
把
握

で
き
な
い
と
い
う
欠
点
が
あ
り
ま
す
。

資
金
繰
り
表
で
は 

過
不
足
の
原
因
把
握
に
欠
点
が

③
資
金
繰
り
表

　

資
金
繰
り
表
は
、
一
定
期
間
に
お
け

る
資
金
の
動
き
を
収
入
と
支
出
と
に
分

け
、
資
金
の
過
不
足
を
把
握
す
る
た
め

に
作
成
す
る
書
類
で
す
（
図
表
３
）。

　

資
金
繰
り
表
は
月
単
位
で
作
成
す
る

の
が
一
般
的
で
、
売
掛
金
の
入
金
な
ど

売
上
の
回
収
を
収
入
欄
に
、
買
掛
金
の

支
払
い
な
ど
仕
入
れ
や
人
件
費
、
設
備

購
入
等
の
出
金
を
支
出
欄
に
記
載
し
て

差
引
過
不
足
を
計
算
し
、
さ
ら
に
財
務

収
支
（
借
入
や
返
済
）
を
記
載
し
て
月

末
現
金
残
高
を
記
載
し
ま
す
。

　

資
金
繰
り
表
は
、
資
金
が
い
つ
の
時

点
で
い
く
ら
不
足
す
る
の
か
を
把
握
す

る
な
ど
、
日
々
の
資
金
管
理
の
た
め
に

会
社
が
内
部
資
料
に
基
づ
い
て
作
成
し

ま
す
。
資
金
繰
り
表
は
、
単
純
に
資
金

収
支
が
記
載
さ
れ
て
い
る
だ
け
な
の

で
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
の
よ

う
に
過
不
足
の
原
因
が
把
握
し
に
く
い

と
い
っ
た
欠
点
が
あ
り
ま
す
。

ー
計
算
書
以
外
に
も
「
資
金
移
動
表
」

「
資
金
運
用
表
」「
資
金
繰
り
表
」
と
い

う
書
類
が
あ
り
ま
す
（
合
わ
せ
て
「
資

金
３
表
」
と
も
呼
ば
れ
る
）。

　

こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
概
要
と
特

徴
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
と
の

違
い
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

①
資
金
移
動
表

　

資
金
移
動
表
は
、
発
生
主
義
で
作
成

さ
れ
る
損
益
計
算
書
に
貸
借
対
照
表
の

科
目
の
増
減
額
を
加
減
算
し
て
、
現
金

主
義
の
収
支
に
置
き
換
え
、
資
金
の
動

き
を
示
し
た
書
類
で
す
（
図
表
１
）。

　

例
え
ば
、
売
上
収
入
は
売
上
に
売
掛

金
の
増
減
を
、
仕
入
支
出
は
売
上
原
価

図表１　資金移動表� （単位：万円）

支　　　出 収　　　入

経　
　

常　
　

収　
　

支

仕 入 支 出 売 上 収 入

売 上 原 価 7200 売 上 高 10000

商 品 増 300 売上債権増 ▲300

買 掛 金 増 ▲100 7４00 前 受 金 減 ▲60 9640

営 業 費 支 出 営 業 外 収 入

営 業 費 2350 営業外収益 10

減価償却費 ▲200 経常収入合計 9650

貸倒引当金 ▲10 経常支出超過 100

未払費用減 50 2190

営 業 外 支 出
営業外費用 160 160

経常支出合計 9750 合 計 9750

固　

定　

収　

支

税 金 支 出 固定支出超過 1100

法 人 税 等 120

未払法人税等増 ▲20 100

固 定 設 備 増
固定資産増 1000 1000

合 計 1100 合 計 1100

財
務
収
支

経常支出超過 100 長期借入金増加 500

固定支出超過 1100 短期借入金増加 200

現金預金減少 500

合 計 1200 合 計 1200

図表２　資金運用表� （単位：万円）

運　　　用 調　　　達

固　

定　

資　

金

法 人 税 等 支 払 １００ 税引前当期純利益 ３００

固 定 資 産 投 資 １０００ 減 価 償 却 費 ２００

貸 倒 引 当 金 １０

長期借入金増加 ５００

固 定 資 金 不 足 ９０

合 計 １１００ 合 計 １１００

運　

転　

資　

金

売 上 債 権 増 加 ３００ 仕 入 債 務 増 加 １００

棚 卸 資 産 増 加 ３００ 運 転 資 金 不 足 ６１０

前 受 金 減 少 ６０

未 払 費 用 減 少 ５０

合 計 ７１０ 合 計 ７１０

財
務
資
金

固 定 資 金 不 足 ９０ 短期借入金増加 ２００

運 転 資 金 不 足 ６１０ 現 金 預 金 減 少 ５００

合 計 ７００ 合 計 ７００

図表３　資金繰り表� （単位：万円）

３月 ４月（予定）

月 初 残 高 1630 1200

収　入

売 掛 金 回 収 900 1200

そ の 他 収 入 5

小 計 905 1200

支　出

買 掛 金 支 払 650 800

人 件 費 100 100

そ の 他 経 費 75 80

設 備 購 入 1000

小 計 1825 980

差 引 過 不 足 ▲920 220

財務収支
借 入 金 500

借 入 金 返 済 10 20

月 末 残 高 1200 1400
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特 集 これなら分かる！ＣＦ計算書の仕組みと作り方

ＣＦ計算書の仕組みと
記載方法を理解しよう！
　ここでは、損益計算と収支計算の違いを説明したう
えで、ＣＦ計算書の基本的な仕組みを解説します。 平井会計事務所

　　　税理士　平井 満広

う
し
た
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

損
益
計
算
書
等
を
補
完
す
る
目
的
で
作

成
す
る
の
が
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計

算
書
」（
Ｃ
Ｆ
計
算
書
）
な
の
で
す
。

直
接
法
で
は
対
象
と
な
る 

収
入
と
支
出
を
計
算
し
て
記
載

　

Ｃ
Ｆ
計
算
書
で
は
、
ま
ず
キ
ャ
ッ
シ

ュ
の
増
減
を
「
営
業
活
動
に
よ
る
キ
ャ

ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
」「
投
資
活
動
に
よ
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
」「
財
務
活
動
に

よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
」
の
３
つ
に

区
分
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
３
つ

を
合
計
し
て
１
年
間
の
「
現
金
お
よ
び

現
金
同
等
物
の
増
減
額
」
を
計
算
し
、

支
計
算
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

　

損
益
計
算
は
、
会
社
の
経
営
成
績
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
「
収
益
か
ら
費

用
を
引
い
て
利
益
を
計
算
す
る
こ
と
」

で
す
。
収
支
計
算
は
、
会
社
の
資
金
の

動
き
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
「
資
金

収
入
か
ら
資
金
支
出
を
引
い
て
資
金
の

増
減
を
計
算
す
る
こ
と
」
で
す
。

　

物
品
の
売
買
を
例
に
す
る
と
、
収
益

（
売
上
）
は
商
品
が
相
手
先
に
到
着
し

た
時
点
で
計
上
さ
れ
ま
す
が
、
資
金
収

入
は
販
売
代
金
が
入
金
さ
れ
た
時
点
で

計
上
し
ま
す
。
費
用
（
売
上
原
価
）
は

売
上
と
同
時
点
で
計
上
さ
れ
ま
す
が
、

資
金
支
出
は
購
入
代
金
を
支
払
っ
た
時

点
で
計
上
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
損

益
計
算
と
収
支
計
算
で
は
、
認
識
す
る

タ
イ
ミ
ン
グ
に
ズ
レ
が
生
じ
る
の
が
一

般
的
で
す
。

　

ま
た
、
借
入
や
返
済
な
ど
は
、
損
益

計
算
で
は
除
か
れ
収
支
計
算
で
は
含
め

る
な
ど
、
範
囲
も
少
し
異
な
り
ま
す
。

損
益
計
算
と
収
支
計
算
に
は
一
致
し
な

い
部
分
が
た
く
さ
ん
あ
る
た
め
、「
損

益
は
黒
字
で
も
実
は
資
金
不
足
」
と
い

う
場
合
も
充
分
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ

こ
れ
に
「
現
金
お
よ
び
現
金
同
等
物
の

期
首
残
高
」
を
加
え
て
「
現
金
お
よ
び

現
金
同
等
物
の
期
末
残
高
」
を
表
示
す

る
と
い
う
仕
組
み
で
す
（
図
表
１
）。

　

15
頁
の
図
表
１
と
見
比
べ
る
と
分
か

り
ま
す
が
、
Ｃ
Ｆ
計
算
書
の
構
造
は
、

資
金
移
動
表
に
よ
く
似
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
Ｃ
Ｆ
計
算
書
の
「
キ
ャ
ッ
シ

ュ
」
に
は
、
手
元
の
現
金
だ
け
で
な
く

当
座
預
金
や
普
通
預
金
、
満
期
日
ま
で

の
期
間
が
３
ヵ
月
以
内
の
定
期
預
金
、

譲
渡
性
預
金
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

①
営
業
活
動
に
よ
る
Ｃ
Ｆ

「
営
業
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ

ー
」
に
は
、
主
に
会
社
の
本
業
に
伴
っ

て
発
生
す
る
資
金
の
動
き
を
記
載
し
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
商
品
の
販
売
に
よ

る
収
入
、
商
品
の
購
入
に
よ
る
支
出
、

従
業
員
や
役
員
に
支
給
す
る
給
与
の
支

出
等
、
営
業
損
益
の
計
算
の
対
象
に
な

っ
た
項
目
等
を
記
載
し
ま
す
（
こ
の
表

示
形
式
を
「
直
接
法
」
と
い
う
）。

　

例
え
ば
、
売
上
が
伸
び
て
売
掛
金
が

増
え
て
い
る
場
合
、
損
益
計
算
書
の
売

上
高
か
ら
売
掛
金
の
増
加
額
を
マ
イ
ナ

ス
し
た
額
が
、
営
業
収
入
の
金
額
と
な

り
ま
す
（
売
掛
金
は
、
未
回
収
の
販
売

代
金
な
の
で
、
金
額
が
増
え
た
分
の
お

金
は
入
っ
て
い
な
い
と
考
え
る
）。
逆

に
、
売
掛
金
が
減
少
し
て
い
れ
ば
プ
ラ

ス
し
た
額
が
営
業
収
入
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
仕
入
れ
が
伸
び
て
買
掛
金
が

増
え
て
い
る
場
合
、
損
益
計
算
書
の
当

期
仕
入
高
に
買
掛
金
の
増
加
額
を
プ
ラ

ス
（
買
掛
金
は
、
未
払
い
の
購
入
代
金

な
の
で
、
金
額
が
増
え
た
分
の
お
金
は

出
て
い
な
い
と
考
え
る
）、 

減
少
し
て

い
れ
ば
マ
イ
ナ
ス
し
た
額
が
商
品
の
仕

入
支
出
の
金
額
と
な
り
ま
す
。

ロ
ー
は
、
１
年
間
本
業
の
活
動
だ
け
で

資
金
を
ど
れ
だ
け
獲
得
し
た
か
を
把
握

で
き
ま
す
。
こ
れ
が
プ
ラ
ス
で
あ
れ

ば
、
資
金
繰
り
が
健
全
と
い
え
ま
す
。

間
接
法
は
税
引
前
利
益
か
ら 

調
整
項
目
を
加
減
算
し
て
記
載

　

営
業
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ

ー
の
表
示
形
式
に
は
、
直
接
法
（
主
な

取
引
の
収
入
総
額
と
支
出
総
額
を
記
載

す
る
方
法
）
以
外
に
、「
間
接
法
」
と

呼
ば
れ
る
形
式
が
あ
り
ま
す
。

　

間
接
法
と
は
、
税
引
前
当
期
純
利
益

に
必
要
な
調
整
項
目
を
加
減
算
し
て
表

示
す
る
方
法
で
、
直
接
法
に
比
べ
作
成

の
手
間
が
か
か
り
ま
せ
ん
。
小
計
の
算

出
方
法
が
異
な
る
だ
け
で
、
ど
ち
ら
の

方
法
で
も
最
終
値
は
同
じ
で
す
。

　

例
え
ば
、
直
接
法
で
は
、
売
上
高
や

当
期
仕
入
高
に
債
権
債
務
の
増
減
額
を

プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
し
て
売
上
や
仕
入
れ

の
資
金
収
支
の
総
額
を
計
算
し
ま
し
た

が
、
間
接
法
で
は
税
引
前
当
期
純
利
益

に
債
権
債
務
の
増
減
額
を
プ
ラ
ス
マ
イ

ナ
ス
す
る
だ
け
で
す
。
さ
ら
に
在
庫
の

増
減
が
あ
る
場
合
は
、
売
上
原
価
を
当

期
仕
入
高
に
修
正
す
る
た
め
、
在
庫
が

増
え
て
い
れ
ば
そ
の
額
を
マ
イ
ナ
ス
、

在
庫
が
減
っ
て
い
れ
ば
そ
の
額
を
プ
ラ

ス
し
ま
す
（
図
表
２
）。

　

ま
た
、
減
価
償
却
費
や
貸
倒
引
当
金

繰
入
な
ど
、
お
金
が
出
て
い
か
な
い
費

用
は
、
税
引
前
当
期
純
利
益
に
プ
ラ

ス
、
小
計
以
下
で
再
計
算
す
る
受
取
利

息
は
マ
イ
ナ
ス
、
支
払
利
息
は
プ
ラ
ス

し
て
小
計
を
計
算
し
ま
す
。

　

直
接
法
は
取
引
総
額
を
把
握
し
や
す

い
の
で
す
が
、
作
成
す
る
の
が
煩
雑
な

た
め
、
実
務
上
は
ほ
と
ん
ど
の
会
社
が

間
接
法
で
作
成
し
て
い
ま
す
。

②
投
資
活
動
に
よ
る
Ｃ
Ｆ

「
投
資
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ

ー
」
に
は
、
資
産
の
取
得
・
売
却
や
、

資
金
の
貸
付
・
回
収
に
よ
る
資
金
の
動

き
を
記
載
し
ま
す
。
将
来
の
利
益
獲
得

や
資
金
運
用
の
た
め
に
、
１
年
間
で
ど

の
程
度
の
資
金
を
支
出
し
、
ま
た
回
収

し
た
の
か
を
把
握
で
き
ま
す
。

③
財
務
活
動
に
よ
る
Ｃ
Ｆ

「
財
務
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ

ー
」
に
は
、
資
金
の
調
達
と
返
済
に
よ

る
資
金
の
動
き
を
記
載
し
ま
す
。
営
業

活
動
や
投
資
活
動
を
維
持
す
る
た
め

に
、
１
年
間
で
ど
の
程
度
の
資
金
調
達

や
返
済
を
行
っ
て
い
る
か
を
把
握
で
き

ま
す
。

ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
の
仕

組
み
の
前
に
、
損
益
計
算
と
収

　

な
お
、
モ
ノ
の

動
き
と
資
金
の
動

き
は
直
接
関
係
な

い
た
め
、
直
接
法

で
は
在
庫
の
増
減

を
考
え
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
減
価
償

却
費
や
貸
倒
引
当

金
繰
入
な
ど
も
、

直
接
お
金
が
出
て

い
か
な
い
の
で
記

載
し
ま
せ
ん
。

　

営
業
活
動
に
よ

る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

図表１　ＣＦ計算書（直接法）� （単位：万円）

Ⅰ営業活動によるキャッシュフロー

　営業収入 9640

　商品の仕入支出 ▲7400

　人件費支出 ▲1240

　その他営業支出 ▲950

　小計 50

　利息の受取額 10

　利息の支払額 ▲160

　法人税等の支払額 ▲100

　営業活動によるキャッシュフロー ▲200

Ⅱ投資活動によるキャッシュフロー

　固定資産の取得による支出 ▲1000

　投資活動によるキャッシュフロー ▲1000

Ⅲ財務活動によるキャッシュフロー

　短期借入金による収入 320

　短期借入金の返済による支出 ▲120

　長期借入金による収入 500

　財務活動によるキャッシュフロー 700

Ⅳ現金および現金同等物の減少額 ▲500

Ⅴ現金および現金同等物期首残高 1700

Ⅵ現金および現金同等物期末残高 1200

図表２　ＣＦ計算書の一部（間接法）� （単位：万円）

Ⅰ営業活動によるキャッシュフロー
　税引前当期純利益 300

　

修
正

　減価償却費 200
　受取利息 ▲10
　支払利息 160
　貸倒引当金の増加額 10
　売上債権の増加額 ▲300
　棚卸資産の増加額 ▲300
　仕入債務の増加額 100 在

庫
の
増
加
分
だ
け
売
上
原
価

が
減
少
し
て
利
益
が
増
え
て
い

る
た
め
、
そ
の
分
を
調
整
す
る

　前受金の減少額 ▲60
　未払費用の減少額 ▲50
　小計 50
　利息の受取額 10
　利息の支払額 ▲160
　法人税等の支払額 ▲100
　営業活動によるキャッシュフロー ▲200


